
　
4
月
5
日

に
高
島
俊
男

さ
ん
が
お
亡

く
な
り
に

な
っ
た
。
と
い
っ
て
も
ご
存
じ

な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。

中
国
文
学
者
で
あ
り
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
で
も
あ
る
▼
出
会
い
は
、

Ｂ
砲
で
有
名
な
週
刊
誌
の
連
載

「
お
言
葉
で
す
が
」
で
あ
っ

た
。
痛
快
な
文
章
が
楽
し
み
で

あ
っ
た
。
18
巻
の
単
行
本
に
纏

め
ら
れ
て
お
り
す
べ
て
購
入
し

た
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
面
白
い
。

「
イ
チ
レ
ツ
ラ
ン
パ
ン
破
裂
し

て
」「
広
辞
苑
の
神
話
」、『
本

が
好
き
、
悪
口
言
う
の
は
も
っ

と
好
き
』『
漱
石
の
夏
休
み
』

『
寝
言
も
本
の
は
な
し
』
な

ど
。
も
ち
ろ
ん
『
水
滸
伝
の
世

界
』
な
ど
中
国
関
連
の
本
も
残

さ
れ
て
い
る
▼
「
虎
は
死
し
て

皮
を
留
め
人
は
死
し
て
名
を
残

す
」（
僕
寅
年
で
す
）
と
い
う

が
、
3
冊
目
の
自
己
満
足
本
を

作
っ
た
。
日
高
敏
隆
著
『
人
は

ど
う
し
て
老
い
る
の
か　
遺
伝

子
の
た
く
ら
み
』
に
よ
る
と
、

人
間
が
死
後
に
残
せ
る
も
の
は

二
つ
あ
る
と
い
う
。「
遺
伝
子
」

と
「
ミ
ー
ム（
自
己
の
複
製
）」

で
あ
る
。「
ミ
ー
ム
」
と
い
う

の
は
業
績
や
作
品
や
名
声
だ
。

ま
ん
ま
と
罠
に
は
ま
っ
て
い
る

自
分
が
い
た
。
し
か
し
、
遺
伝

子
は
残
さ
な
く
て
い
い
か
ら
、

ミ
ー
ム
だ
け
は
残
し
た
い
と
い

う
こ
と
す
ら
あ
る
。
極
端
な
場

合
に
は
後
世
に
名
を
残
す
た
め

に
あ
え
て
死
も
選
ぶ
こ
と
が
あ

る
と
い
う
。
殉
教
や
ジ
ハ
ー
ド

が
そ
れ
で
あ
る
。
名
を
残
し
た

い
と
い
う
願
望
は
人
間
以
外
の

他
の
動
物
に
は
あ
り
得
な
い
と

い
う
▼
1
9
5
0
年
5
月
22
日

生
ま
れ
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
高

ま
っ
て
き
た
。
死
後
の
こ
と
は

自
分
に
は
？
だ
が
。 

（
玲
奈
）

　
京
都
市
の
個
別
接
種
が
5
月

11
日
、
集
団
接
種
が
29
日
か
ら

開
始
さ
れ
た
。

　
協
会
が
当
初
よ
り
危
惧
し
て

い
た
通
り
、
個
別
接
種
で
は
予

約
や
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
医

療
機
関
に
殺
到
す
る
事
態
に

な
っ
た
。
集
団
接
種
は
予
約
が

5
月
20
日
か
ら
開
始
さ
れ
た

が
、
即
日
定
員
人
数
に
達
し
、

先
着
順
で
あ
る
こ
と
へ
の
不
満

が
多
く
の
市
民
か
ら
市
に
寄
せ

ら
れ
た
と
報
道
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
協
会

は
5
月
27
日
、
京
都
市
に
対
し

て
集
団
接
種
の
積
極
的
拡
充
を

要
請
。
協
会
か
ら
渡
邉
副
理
事

長
が
出
席
し
た
。

　
要
請
に
際
し
て
は
、
京
都
市

の
情
報
を
元
に
集
団
接
種
・
個

別
接
種
の
人
数
見
込
み
を
試

算
。
市
の
高
齢
者
人
口
約
42
万

人
、
2
回
接
種
で
約
84
万
回
の

う
ち
、
集
団
が
約
7
万
5
千

回
、
個
別
が
約
75
万
回
と
算
出

し
、
7
月
末
接
種
完
了
が
見
込

め
る
数
字
で
は
な
い
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、
行
政
と
医
療
者
の

英
知
を
結
集
し
集
団
接
種
を
拡

充
す
る
よ
う
求
め
、
診
療
所
の

休
診
が
多
い
水
・
木
曜
の
活
用

や
、
集
団
接
種
会
場
の
対
応
人

数
の
引
き
上
げ
、
二
重
予
約
の

解
消
や
医
療
機
関
の
日
常
診
療

団
接
種
を
希
望
す
る
高
齢
者
数

を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
集
団
接
種
を
拡
充
し
て
い
き
た
い

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　
5
月
26
日
の
京
都
市
長
記
者

会
見
で
、
集
団
接
種
の
予
約
方

法
を
先
着
順
か
ら
登
録
制
へ
と

変
更
す
る
と
発
表
さ
れ
た
。

　
接
種
希
望
者
は
ま
ず
京
都
市

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
お
よ
び
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
で
、
接
種
券
番

号
、
本
人
氏
名
、
生
年
月
日
、

希
望
す
る
接
種
場
所
の
行
政

区
、
連
絡
先
を
登
録
す
る
。
京

都
市
は
登
録
情
報
を
確
認
し
、

接
種
で
き
る
予
約
枠
を
1
週
間

ご
と
に
確
定
。
希
望
者
（
登
録

者
）
に
接
種
予
定
日
か
ら
お
お

む
ね
1
週
間
前
に
「
接
種
日

時
・
会
場
」
を
案
内
す
る
と
し

て
い
る
。

　
登
録
の
第
1
期
は
5
月
31
日

か
ら
6
月
6
日
ま
で
の
期
間
と

し
て
い
る
が
、
以
降
も
登
録
受

付
は
継
続
す
る
予
定
だ
。

　
京
都
市
は
今
回
の
変
更
で
、

集
団
接
種
を
希
望
し
て
い
て

も
、
ま
だ
予
約
が
取
れ
て
い
な

い
人
の
全
数
な
ど
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
医
療
機
関
に

電
話
等
が
殺
到
す
る
事
態
を
解

消
で
き
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　
ま
た
現
在
の
個
別
接
種
と
は

別
に
、
お
お
む
ね
か
か
り
つ
け

患
者
の
接
種
が
終
わ
り
、
自
院

以
外
の
患
者
の
接
種
を
受
け
入

れ
る
余
裕
が
で
き
て
き
た
医
療

機
関
に
、
積
極
的
に
か
か
り
つ

け
患
者
以
外
の
接
種
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　
か
か
り
つ
け
医
を
持
た
な
い

人
は
京
都
市
が
予
約
受
付
変
更

後
の
集
団
接
種
の
登
録
制
で
一

元
管
理
を
行
う
。
か
か
り
つ
け

患
者
以
外
を
受
け
入
れ
る
と
意

思
表
示
し
た
医
療
機
関
に
は
、

事
前
に
接
種
可
能
な
日
時
、
人

数
等
を
確
認
し
た
上
で
市
が
接

種
者
を
リ
ス
ト
化
し
、
ワ
ク
チ

ン
と
と
も
に
医
療
機
関
へ
届
け

る
と
し
て
い
る
。

府
・
京
都
市
で

大
規
模
接
種
会
場
設
置

　
ま
た
、
京
都
府
独
自
の
大
規

模
接
種
会
場
が
亀
岡
市
・
サ
ン

ガ
ス
タ
ジ
ア
ム
、
精
華
町
・
け

い
は
ん
な
ホ
ー
ル
に
開
設
さ
れ

る
。
6
月
15
日
か
ら
毎
日
で
、

対
象
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望

す
る
京
都
府
内
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
と
な
る
。

　
加
え
て
、
京
都
市
も
大
規
模

接
種
会
場
を
開
設
。
南
区
の
イ

オ
ン
モ
ー
ル
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
上

京
区
の
西
陣
織
会
館
で
、
平
日

開
設
で
調
整
し
て
い
る
。

接
種
料
に
追
加
支
援
策

　
接
種
料
に
つ
い
て
は
、
4
月

30
日
の
厚
労
省
事
務
連
絡
で
時

間
外
と
休
日
の
加
算
が
示
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
5
月
25
日
の
政

府
関
係
閣
僚
会
議
で
追
加
支
援

策
が
決
定
。
同
日
、
厚
労
省
事

務
連
絡
で
内
容
が
通
知
さ
れ

た
。
京
都
市
も
か
か
り
つ
け
患

者
以
外
の
リ
ス
ト
を
受
け
入

れ
、
接
種
す
る
医
療
機
関
対
象

に
、
独
自
支
援
策
を
打
ち
出
し

た
。（
2
面
図
参
照
）

　
い
ず
れ
の
支
援
策
も
、
5
月

31
日
の
時
点
で
請
求
方
法
の
案

内
は
こ
れ
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。

　
協
会
は
接
種
料
へ
の
加
算
は

歓
迎
す
る
も
の
の
、
接
種
す
る

回
数
で
線
引
き
を
行
う
支
援
策

に
は
懐
疑
的
だ
。
医
療
機
関
は

日
常
診
療
を
守
り
つ
つ
可
能
な

限
り
接
種
体
制
に
協
力
し
て
い

る
。
報
酬
を
増
や
せ
ば
回
数
が

伸
び
る
と
い
っ
た
短
絡
的
な
も

の
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
京
都
市
の
場
合
、
個

別
接
種
で
も
か
か
り
つ
け
患
者

以
外
を
受
け
入
れ
て
い
る
医
療

機
関
が
あ
る
が
、
支
援
策
は
今

後
、
市
か
ら
の
リ
ス
ト
を
受
け

付
け
る
医
療
機
関
に
限
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
問
題
点
を
引
き

続
き
要
請
の
中
で
指
摘
し
て
い

き
た
い
。

集
団
接
種
の
積
極
的
な
拡
充
を

体
制
強
化
求
め
京
都
市
に
要
請

集
団
接
種
の
拡
充
と

予
約
方
法
変
更
を
発
表

新型コロナ

へ
の
影
響
回
避
の
た

め
、
個
別
接
種
の
予

約
も
市
が
担
う
こ
と

な
ど
を
要
請
し
た
。

　
京
都
市
当
局
か
ら

は
、
市
民
の
方
に
安

心
安
全
に
接
種
を
受

け
て
い
た
だ
く
と
い

う
方
向
は
同
じ
と
考

え
て
い
る
。
マ
ン
パ

ワ
ー
や
場
所
の
制
約

な
ど
の
条
件
の
中
、

集
団
接
種
の
先
着
順

の
予
約
を
見
直
し
、

登
録
制
へ
と
変
更
し

た
。
こ
の
変
更
で
集

京都市
　
去
る
5
月
12
日

の
参
議
院
本
会
議

で
デ
ジ
タ
ル
改
革

関
連
6
法
が
可

決
、
成
立
し
た
。

説
明
資
料
に
よ
る

と
、
全
体
の
大
目
的
は
個
人

デ
ー
タ
の
利
活
用
と
行
政
シ
ス

テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
挽

回
に
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

で
露
呈
し
た
我
が
国
の
I
T

後
進
国
ぶ
り
の
批
判
を
逆
手
に

と
っ
て
、
充
分
な
議
論
無
く
急

い
で
国
会
通
過
さ
せ
た
感
が
強

い
。
6
法
案
中
の
「
デ
ジ
タ
ル

社
会
形
成
関
係
法
律
整
備
法
」

は
既
存
の
多
く
の
法
律
の
一
部

改
正
な
ど
に
係
わ
る
膨
大
な
内

容
だ
が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
審

議
時
間
は
不
足
し
、
法
案
文
の

誤
字
・
誤
記
が
散
見
さ
れ
た
な

ど
お
粗
末
な
経
過
で
も
あ
っ

た
。
法
案
内
容
の
不
備
を
補
う

べ
く
、
衆
参
両
院
で
そ
れ
ぞ
れ

多
数
の
付
帯
決
議
が
付
い
た
。

付
帯
決
議
で
一
定
の
釘
が
刺
さ

れ
た
が
、
こ
の
法
律
集
の
最
大

の
問
題
は
、
法
の
基
本
理
念
か

ら
個
人
情
報
の
保
護
（
自
己
決

定
権
）
の
規
定
が
外
さ
れ
た
こ

と
に
あ
る
。
法
案
作
成
の
諮
問

機
関
「
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト

閣
僚
会
議
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連

法
案
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

資
料
で
は
、「
基
本
10
原
則
②

公
平
・
倫
理
：
個
人
が
自
分
の

情
報
を
主
体
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」
と
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
が
「
基
本
法
」
で
は

第
10
条
「
…
情
報
の
活
用
に
よ

り
個
人
及
び
法
人
の
権
利
利

益
、
国
の
安
全
等
が
害
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
…
」
と
換

骨
奪
胎
さ
れ
た
。
今
回
の
法
制

定
の
目
的
が
個
々
人
の
デ
ー
タ

の
第
三
者
利
用
に
あ
る
の
で
、

そ
の
足
枷
と
な
る
法
規
制
を
曖

昧
化
、
抽
象
化
し
て
葬
っ
た
形

だ
。
し
か
し
こ
れ
で
「
整
備

法
」
の
目
的
の
一
つ
と
謳
わ
れ

た
E
U
一
般
デ
ー
タ
保
護
規

則
の
十
分
認
定
性
か
ら
逸
脱
す

る
自
己
矛
盾
を
孕
ん
だ
法
律
と

な
っ
た
。
基
本
的
人
権
擁
護
の

憲
法
と
も
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ

る
。
と
り
わ
け
、
狙
わ
れ
て
い

る
の
が
個
人
の
医
療
情
報
で
、

一
昨
年
の
「
健
康
保
険
法
等
改

正
法
」
で
容
易
に
第
三
者
提
供

同
意
が
で
き
る
仕
組
み
が
で
き

て
お
り
、
個
人
の
医
療
情
報
を

企
業
や
政
府
・
中
央
省
庁
に
吸

い
上
げ
、
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム

が
法
的
に
完
成
し
た
こ
と
に
な

る
。
付
帯
決
議
の
釘
刺
し
は
是

非
と
も
実
効
性
を
担
保
さ
せ
続

け
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標

準
化
法
」
は
こ
こ
20
年
政
府
が

行
政
I
T
化
の
最
重
要
課
題

と
し
て
取
り
組
み
な
が
ら
果
た

せ
な
か
っ
た
問
題
解
決
と
い
う

触
れ
込
み
で
あ
る
。
実
現
で
き

な
か
っ
た
背
景
の
一
つ
は
、
地

方
行
政
の
複
雑
性
や
個
別
性
が

あ
る
。
こ
れ
を
政
府
作
成
の
基

準
シ
ス
テ
ム
で
統
一
さ
せ
よ
う

と
の
発
想
だ
ろ
う
が
、
単
純
な

シ
ス
テ
ム
を
異
な
る
各
自
治
体

の
基
幹
系
情
報
シ
ス
テ
ム
に
一

律
に
組
み
込
む
事
は
不
可
能
で

あ
る
。
結
局
い
く
つ
か
の
、
例

え
ば
Ｈ
Ｅ
Ｒ

－

Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
よ
う

な
全
国
共
通
課
題
の
統
合
シ
ス

テ
ム
で
デ
ー
タ
を
中
央
に
集
め

る
端
末
を
各
自
治
体
シ
ス
テ
ム

内
に
組
み
込
ま
せ
る
程
度
に
な

る
だ
ろ
う
。
行
政
シ
ス
テ
ム
の

刷
新
は
こ
れ
ら
の
政
府
シ
ス
テ

ム
と
は
無
関
係
で
、
効
率
化
や

住
民
の
利
便
性
向
上
は
自
治
体

独
自
の
努
力
次
第
と
な
り
兼
ね

な
い
。
政
府
は
〝
政
策
策
定
と

指
導
、
そ
の
他
の
利
活
用
〞
の

た
め
の
デ
ー
タ
吸
い
上
げ
シ
ス

テ
ム
構
築
が
で
き
上
が
れ
ば
大

成
功
と
い
う
訳
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
い
わ
ば
〝
公

的
情
報
流
出
〞
と
も
言
う
べ
き

個
人
・
自
治
体
情
報
収
集
・
利

活
用
制
度
に
対
抗
す
る
に
は
、

今
の
と
こ
ろ
国
民
や
自
治
体
側

か
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
制
度
運
用

事
例
で
付
帯
決
議
に
則
っ
て
、

し
っ
か
り
監
視
・
規
制
・
異
議

申
し
立
て
を
行
っ
て
い
く
し
か

な
い
。
最
終
的
に
は
法
の
再
改

正
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
の
問
題
は

デ
ー
タ
利
活
用
の
法
制
化
に
あ
り

京
都
市
担
当
者
に
要
請
す
る
渡
邉
副
理
事
長（
左
）

2 0 2 1 年 （令和 3年） 6 月 1 0 日 第 3 0 9 9 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

診
療
報
酬「
単
価
補
正
」で
談
話�

（
2
面
）

コ
ミ
ュ
委
で
ワ
ク
チ
ン
な
ど
意
見
交
換�

（
2
面
）

財
務
省
建
議
に「
医
療
費
総
額
管
理
」

�

（
3
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
2
0
2
1
年
4
月
15
日
、
財

務
省
が
財
政
制
度
審
議
会
・
財

政
制
度
分
科
会
に
お
い
て
「
新

型
コ
ロ
ナ
と
医
療
機
関
の
支

援
」
と
し
て
診
療
報
酬
の
「
単

価
補
正
」
を
選
択
肢
に
あ
げ

た
。 

　
財
務
省
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、

国
費
が
医
療
提
供
体
制
等
の
強

化
へ
主
な
も
の
だ
け
で
8
兆
円

も
出
動
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
で

も
な
お
「
個
別
」
に
「
減
収
が

起
こ
り
得
る
の
で
あ
れ
ば
」、

「
よ
り
簡
便
な
効
果
的
な
支
援

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
」
と
述
べ
、「
単
価
補
正
」

を
例
示
し
た
の
で
あ
る
。
単
価

補
正
に
よ
る
支
援
と
は
、
診
療

報
酬
の
1
点
単
価
（
10
円
）
を

例
え
ば
収
入
が
2
割
減
な
ら

12
・
5
円
に
補
正
す
る
と
い
っ

た
手
法
で
、「
前
年
同
月
な
い

し
前
々
年
同
月
水
準
の
診
療
報

酬
を
支
払
う
」
も
の
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
財
務
省
の
提
案
か

ら
2
つ
の
意
図
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
て
い
る
。

　
1
つ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
関

す
る
医
療
機
関
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
緊
急
包
括
支
援
交

付
金
等
の
よ
う
な
、
直

接
の
国
財
政
の
出
動
を

止
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
財
務
省
の
ペ
ー
パ
ー
で
は
、

「
診
療
報
酬
の
不
足
は
診
療
報

酬
で
補
う
こ
と
が
自
然
」
と
し

て
、
単
価
補
正
導
入
を
機
に
緊

急
包
括
等
支
援
金
交
付
金
を
廃

止
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

る
。「
診
療
報
酬
の
不
足
は
診

療
報
酬
で
」
と
い
う
の
は
も
っ

と
も
ら
し
い
が
、
実
の
と
こ
ろ

結
果
的
に
保
険
者
・
被
保
険
者

に
負
担
を
転
嫁
す
る
も
の
で
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
要
因
に
は
政
府
の

無
策
ぶ
り
が
あ
り
、
結
果
生
じ

た
医
療
機
関
の
困
難
を
補
う
た

め
の
負
担
を
保
険
者
・
被
保
険

者
が
被
る
道
理
は
ま
っ
た
く
な

い
。

　
加
え
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
に

対
応
し
な
い
医
療
機
関
に
も
講

じ
て
き
た
多
額
の
支
援
」
の

「
見
直
し
」
を
示
唆
し
、
今
後

の
医
療
機
関
支
援
を
直
接
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患

者
受
入
を
行
う
入
院
医
療
機
関

に
特
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
看
過

で
き
な
い
。

　
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
財
務
省

が
示
し
て
い
る
の
が
あ
く
ま
で

「
今
後
」
の
支
援
策
で
あ
り
、

既
に
生
じ
た
減
収
の
補
填
を
想

定
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
財

務
省
は
今
日
ま
で
の
財
政
出
動

に
よ
り
、
減
収
は
既
に
補
填
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
診
療
所
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

受
け
入
れ
て
い
な
い
医
療
機

関
、
と
り
わ
け
小
児
科
・
耳
鼻

咽
喉
科
は
厳
し
い
状
況
を
脱
し

て
は
い
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
感
染
し
た
人

の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々

の
受
療
行
動
に
変
化
を
与
え
、

そ
の
健
康
課
題
に
甚
大
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
人
々
の
生

命
・
健
康
を
守
る
す
べ
て
の
医

療
機
関
を
対
象
に
財
政
支
援
を

継
続
し
、「
減
収
補
填
」
を
実

施
す
べ
き
で
あ
る
。

　
2
つ
は
、
診
療
報
酬
単
価
の

操
作
に
よ
る
医
療
費
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
政
策
の
本
格
展
開
の
契

機
と
し
よ
う
と
の
狙
い
が
垣
間

見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
同
分
科
会
の
「
参
考
資
料
」

に
は
、「
医
療
費
の
伸
び
は
、

こ
れ
を
賄
う
雇
用
者
報
酬
等
の

伸
び
を
大
き
く
上
回
り
、
保
険

料
率
引
上
げ
等
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
医
療
保
険
制
度
の
持

続
可
能
性
の
確
保
の
観
点
か
ら

対
応
を
検
討
す
べ
き
」
と
記
述

さ
れ
、
診
療
報
酬
総
額
を
抑
制

し
、
国
民
負
担
増
加
を
抑
制
す

る
観
点
か
ら
「
診
療
報
酬
等
の

単
価
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
」
と
あ
る
。
そ
の
上
で
、

「
診
療
報
酬
と
地
域
差
」
と
題

し
た
ス
ラ
イ
ド
に
お
い
て
は
、

「
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
、

1
点
単
価
に
地
域
差
を
設
け
る

対
応
、
1
点
単
価
を
変
え
ず
に

地
方
財
政
制
度
の
基
準
財
政
需

要
同
様
に
地
域
ご
と
に
補
正
係

数
を
乗
ず
る
手
法
、
地
域
加
算

の
拡
大
を
含
め
、
診
療
報
酬
制

度
に
お
け
る
地
域
差
の
反
映
方

法
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
す
べ

き
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
財
務
省
資
料
に
は
、
早
い
段

階
か
ら
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
第
14
条
に
定
め

ら
れ
た
「
医
療
費
適
正
化
を
推

進
す
る
た
め
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
」

の
「
他
の
都
道
府
県
の

区
域
内
に
お
け
る
診
療

報
酬
と
異
な
る
定
め
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
」

措
置
、
即
ち
都
道
府
県

別
診
療
報
酬
の
活
用
を
訴
え
て

き
た
奈
良
県
知
事
の
意
見
書
も

引
用
さ
れ
て
い
る
。
都
道
府
県

別
診
療
報
酬
の
発
動
は
厚
生
労

働
大
臣
に
与
え
ら
れ
た
権
限
で

あ
り
、
都
道
府
県
医
療
費
適
正

化
計
画
の
達
成
に
必
要
な
場
合

に
発
動
さ
れ
る
。「
住
民
の
健

康
の
保
持
」
や
「
医
療
の
効
率

的
な
提
供
の
推
進
」
と
い
っ
た

医
療
費
適
正
化
計
画
の
目
標
達

成
の
た
め
に
診
療
報
酬
単
価
の

「
異
な
る
定
め
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
の
規
定

を
、
な
ぜ
財
務
省
は
わ
ざ
わ
ざ

記
載
し
て
い
る
の
か
。

　
医
療
制
度
構
造
改
革
は
、
都

道
府
県
を
医
療
費
抑
制
主
体
に

据
え
、
医
療
費
適
正
化
計
画
を

核
に
、
保
険
財
政
と
医
療
提
供

体
制
を
管
理
さ
せ
る
仕
組
み
を

作
っ
た
。
こ
の
仕
組
み
の
下
で

地
域
医
療
構
想
や
医
師
偏
在
対

策
、
専
門
医
制
度
と
い
っ
た
様

々
な
政
策
は
展
開
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
都
道
府
県
別
診
療

報
酬
は
そ
の
究
極
の
策
の
一
つ

と
い
え
る
が
、
万
一
、
今
回
の

単
価
補
正
を
許
せ
ば
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
を
契
機
に
そ
の
実
現
へ

大
き
く
足
を
踏
み
出
す
動
き
を

引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。

　
診
療
報
酬
単
価
の
統
一
は
、

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰

で
も
」
の
皆
保
険
体
制
を
構
成

す
る
重
要
原
則
で
あ
る
「
全
国

統
一
給
付
保
障
」
の
大
前
提
で

あ
る
。

　
保
険
医
協
会
の
先
人
た
ち
は

発
足
後
間
も
な
い
国
民
皆
保
険

制
度
を
真
に
社
会
保
障
と
し
て

の
医
療
保
障
を
担
い
得
る
仕
組

み
と
す
る
た
め
、
制
限
診
療
を

廃
止
さ
せ
る
と
と
も
に
地
域
差

を
廃
止
し
、
単
価
統
一
を
実
現

さ
せ
て
き
た
。

　
私
た
ち
は
そ
う
し
た
保
険
医

運
動
の
歴
史
を
継
ぐ
も
の
と
し

て
、
今
回
、
財
務
省
が
提
案
し

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
と
医
療
機
関

の
支
援
」
に
診
療
報
酬
「
単
価

補
正
」
を
持
ち
込
む
こ
と
に
は

断
固
と
し
て
反
対
す
る
。

 

2
0
2
1
年
5
月
21
日

 

京
都
府
保
険
医
協
会

 

理
事
長　
鈴
木　
卓

「
新
型
コ
ロ
ナ
と
医
療
機
関
の
支
援
」
に
診
療
報
酬

「
単
価
補
正
」を
持
ち
込
む
こ
と
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い

談

話

コミュニケーション委員会

ワクチン接種の地域での取組みと
オンライン診療で意見交換

　
協
会
は
4
月
24
日
、
2
0
2
0
年
度
第
2
回
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
を
ウ
ェ

ブ
会
議
で
開
催
。
地
区
委
員
16
人
（
内
会
場
参
加
1
人
）、
協
会
か
ら
10
人
が
出
席
し

た
。
医
療
従
事
者
や
高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
中
、
各
地
区

医
師
会
で
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
取
組
み
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
現
状
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
鈴
木
理
事
長

は
「
3
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
、
大
変
な
事
態
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
協
会

で
は
医
療
体
制
の
逼
迫
を
な
く

そ
う
と
提
言
し
て
き
た
。
今
何

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
委
員
の
ご
意
見
や
現
場
の

状
況
を
聞
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
医

療
従
事
者
へ
の
先
行
接
種
に
お

い
て
、
多
く
の
地
区
医
師
会
で

は「
エ
ク
セ
ル
等
を
利
用
し
て
、

近
隣
の
医
療
機
関
と
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
い
、
無
駄
な
く
接
種
し

て
い
る
」
と
の
報
告
が
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
高
齢
者
や
一
般
市
民
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
「
十
分

な
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
あ
る
か

分
か
ら
な
い
中
で
、
予
定
を
組

む
の
が
大
変
だ
」「
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
量
・
入
荷
時
期
に
関
す

る
情
報
が
あ
ま
り
に
も
少
な
す

ぎ
る
。
こ
の
ま
ま
で
一
般
接
種

が
う
ま
く
い
く
の
か
」
と
不
安

視
す
る
声
も
多
数
出
さ
れ
た
。

　
協
会
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
関

し
て
「
地
区
医
師
会
の
方
々
の

努
力
で
何
と
か
で
き
て
い
る
状

況
だ
。
そ
こ
に
歯
科
医
、
訪
問

看
護
事
業
者
等
も
入
っ
て
く
る

と
本
当
に
大
変
だ
。
神
戸
市
で

は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は

限
定
的
に

　
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
を
機
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

を
一
層
推
し
進
め
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
は
「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
対
象
と
な
る

患
者
の
基
準
が
必
要
。
誰
彼
構

わ
ず
行
う
の
は
反
対
だ
」「
禁

煙
治
療
や
ス
タ
ッ
フ
が
オ
ン
ラ

イ
ン
機
器
を
持
っ
て
在
宅
患
者

を
訪
問
し
た
際
に
一
緒
に
画
像

等
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

状
況
に
よ
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

　
協
会
か
ら
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
一
律
に
認
め
な
い
の
で

は
な
く
、
再
診
時
の
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
、
慢
性
疾
患
で
あ
れ
ば

活
用
で
き
る
部
分
も
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
、

患
者
と
の
信
頼
関
係
、
同
意
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
」
と
述
べ

た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
関

し
て
委
員
か
ら
は
「
高
齢
者
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
ち

歩
き
、
紛
失
す
る
リ
ス
ク
も
高

い
。
紛
失
し
た
際
の
個
人
情
報

保
護
が
し
っ
か
り
で
き
る
の

か
」「
ネ
ッ
ト
環
境
、シ
ス
テ
ム

環
境
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。
簡
単
に
導
入
で

き
る
イ
ン
フ
ラ
に
し
て
ほ
し

い
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

投
げ
に
な
っ
て
い
る
の
が
問

題
」
と
述
べ
た
。

行
政
の
対
応
に

改
善
求
め
る
声
も

　
京
都
市
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
医
療
機

関
の
公
表
を
行
っ
た
。
公
表
さ

れ
予
約
を
代
行
し
て
い
る
が
、

京
都
府
は
全
て
医
療
機
関
に
丸

れ
た
医
療
機
関
か
ら
は

「
自
院
の
患
者
し
か
対
応

し
な
い
と
の
条
件
で
公
表

を
許
可
し
た
が
、
そ
の
条

件
が
わ
か
ら
な
い
掲
載
の

仕
方
に
怒
り
を
感
じ
て
い

る
。
も
っ
と
丁
寧
に
対
応

す
る
べ
き
だ
」
と
行
政
の

対
応
に
改
善
を
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に

「
行
政
の
担
当
者
に
よ
っ

て
回
答
が
異
な
る
た
め
、

再
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ

た
」
こ
と
も
報
告
さ
れ

た
。 

各
地
区
の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
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（ 1面関連）ワクチン接種に係る新たな支援策

厚生労働省資料「ワクチン接種に係る新たな支援策について」、５月26日付京都市長記者会見資料「新
型コロナワクチン接種事業集団接種の拡充と予約方法の変更」より協会作成 

厚 

生 

労 

働 

省

ワクチン
接種対策
費負担金

・単価：2,070円／回
・時間外・休日の接種に対する加算（時間外：＋730円、休日：＋2,130円）

新型コロ
ナウイル
ス感染症
緊急包括
支援交付
金

個別接種
①「診療所」における接種回数の底上げ
　・週100回以上の接種を７月末までに４週間以上行う場合⇒＋2,000円／回
　・週150回以上の接種を７月末までに４週間以上行う場合⇒＋3,000円／回
②接種施設数の増加（診療所・病院共通）
　 医療機関が50回以上／日のまとまった規模の接種を行った場合は、10万円／日（定
額）を交付。（①とは重複しない）
集団接種
③「病院」における接種体制の強化
特別な体制を組んで、50回以上／日の接種を週１日以上７月末までに４週間以上
行う場合に、医療従事者派遣事業と同様の仕組みを活用し、②に加えて追加交付
　・医師 １人１時間当たり7,550円　・看護師等 １人１時間当たり2,760円

京
都
市

○休診日の開業に要する、体制確保へ一定の支援金を創設
（支援内容）
　① 毎週120回以上の接種を行う医療機関に対し、１医療機関、週ごとに５万円を交付
　②接種１回あたり、接種費用を300円増額

困ったときは

まずご連絡を
保険請求など
日常診療をサポート

©もへろん



　2021年５月21日、財務省・財政制度等審議会（会
長・榊原定征東レ（株）社友、元社長・会長）が「財政
健全化に向けた建議」を麻生太郎財務大臣に提出し
た。建議は６月策定予定の経済財政諮問会議による
「骨太の方針」への反映を睨む。

建議に書き込まれた「単価補正」
　建議は総論において、新型コロナウイルス感染症
によって「医療提供体制の脆弱性」「行政の非効率
性」等が国民生活に著しい支障をもたらしたと指
摘。だが建議の言う「脆弱性」は医療現場に身をお
く者の考える「病床の不足」「医療人材の不足」を
意味しない。あくまで「改革が十分に進まなかっ
た」ことによる脆弱性である。
　その上で、政府による新型コロナウイルス感染症
に対する大規模な財政措置（国債約80兆円増発、総
額290兆円）が、「将来世代の負担をさらに増加させ
ていることも忘れてはならない」と警鐘。感染拡大
防止・経済回復・財政健全化の「三兎を追う」べき
と強調し、今後は「つなぎ」的な措置から「ポスト
コロナを見据えた経済構造への転換」に軸足を「移
しつつある」と述べる。これは医療機関における支
援についても適用される考え方とみる必要がある。
即ち、これまで新型コロナウイルス感染症と闘い、
苦しんできた医療機関に対する交付金・補助金（約
4.6兆円）は「つなぎ」であり、そうではない仕組
みへの転換が志向されるものと考えられる。
　その具体的な方策として提示されるのが診療報酬
を用いた「支援」である。建議は「新型コロナと医
療機関の支援」について、「診療報酬の不足は診療
報酬で補うことが自然」と述べ、「災害時の『概算
払い』を参考とし、前年同月ないし新型コロナ感染
拡大前の前々年同月水準の診療報酬を支払う簡便な
手法を検討すべき」である記述。補注の形で４月15
日の分科会で提起された診療報酬の「単価補正」を
正式に書き込んだ。次のとおりである。
　前年同月ないし前々年同月水準からの減収相当額
の支払い部分について実際に行われた診療行為への
対価性を欠く点については、たとえば対前年同月な
いし対前々年同月比で保険点数が２割減り、８/10
となった場合に、１点単価を12.5円に補正すること
とすれば、診療行為への対価性を保持したまま、前
年同月ないし前々年同月水準の診療報酬を支払うこ
とは可能である。
　協会は「単価補正」提案について、すでに明確な反
対を理事長談話で発している（２面掲載）が、今建議
は談話が指摘した危険性を一層裏付けるものとなっ
ている。

顔を覗かせた「医療費総額管理」
　最も注意すべき点は、建議ではいわゆる「医療費
総額管理」がまたしても顔を覗かせていることであ
る。
　建議に「医療費適正化の蹉跌からの立て直し」と
の記述がある。これは今日の都道府県を中心とした
医療費適正化政策の形成過程・経緯を踏まえたもの
である。
　建議は医療保険財政について「給付と負担の不均
衡は拡大の一途」「是正が強く求められる」と述
べ、「経緯」を次のように振り返る。「医療給付費の

伸びについて（2005年）、経済財政諮問会議等にお
いて『（経済規模に対応した）マクロ指標による政
策目標』の設定が目指された」。これに対し厚生労
働省は「生活習慣病の予防の徹底」「平均在院日数
の短縮」等のミクロの施策による政策目標を代案と
して主張。公的保険給付費の規模を現行見通しより
も低くできるとの試案を示し、現在の医療費適正化
計画の体制がつくられることになった。
　だが厚労省の主張によって形成され、今日まで進
められてきた医療費適正化策は効果をあげていない
と財務省は不満を表明する。
　「生活習慣病の予防の徹底」である特定健診・特
定保健指導の実施率向上（都道府県医療費適正化計
画の主要な指標）は、その効果額が医療費ベースで
わずか200億円。これに対し、特定健診・特定保健
指導に投じられた公金は222億円（2021年度予算）
である。
　また「平均在院日数短縮」についても、厚労省試
算が見込んだ2025年度▲3.8兆円の効果は達成され
ず、そればかりか「入院医療費対GDP比は増

ぞうすう

嵩し
ている」と指摘している。
　そして何より厚生労働省が2015年度6.0％、2025
年度6.7％に止まると見通していた医療給付費対
GDP比について、現段階で7.25％（2018年度）とす
でに見通しを突破していると指摘する。その上で建
議は次のように述べる。「2005年末以降の医療費適
正化の枠組みが、エビデンスに基づかない実効性を
欠くものであったことが明らかになっており、マク
ロ指標による政策目標の設定も含め、15年来の医療
費適正化の蹉跌からの立て直しが求められている」。
　2005年に経済財政諮問会議で提案された「マクロ
指標による政策目標」とは、同年10月５日の会議で
民間議員が提案したものを初発とする。提案は医療
給付費について「経済規模に応じた『何かしらの管
理目標』が必要」だと述べ、経済成長率やこれに一
定率を加えたもの等、一定の指標に基づき医療給付
費の目標を設定し、その枠内に収まるよう診療報酬
（地域別設定もすでに提言されている）・薬価改定、
保険給付範囲の見直し（保険免責制等）等の対策を
進めるよう求めていた。議事録によると提案した吉
川委員は次のように述べている。「マクロ指標によ
る政策目標の設定」「抑制すべきなのは、公的な医
療費」「耐えられる公的な負担については、当然、
経済規模と連動する」「したがって、公的医療費な
いし医療給付費は経済規模に見合って抑制しなけれ
ばならない」「厚生労働省がマクロ指標の導入に反
対している…これは大変不思議なこと」「医療制度
の改革はミクロの積み上げだということに、何も反
対して」いない、ただし「マクロとミクロのフィー
ドバックが行われなければ、本気で公的な医療を管
理することはできない」。
　すなわち、経過を整理すれば、財務省や経済財政
諮問会議は、「何かしらの管理目標」を設定し（マ
クロ指標）、経済と連動する形で医療費の抑制目標
を提起し、厚生労働省はミクロの政策を積み重ねて
いくことで医療費を適正化する、という方策を示し
て対抗。結果、今日の（財務省建議に言わせれば）
実効性のない医療費適正化政策になった。今回の建
議はその「蹉跌から立て直す」ことを提言している
のであり、「マクロ指標による政策目標の設定」≒
「医療費総額管理」を敢えて持ち出したものといえ
る。

実効性ある医療費適正化施策と
「診療報酬」の在り方

　その上で建議は厚生労働行政に対し実効性ある医
療費適正化施策を求める。
　「効率的で質の高い医療提供体制の整備」とし
て、「人口当たり病院数・病床数が諸外国に比べて
多いために病院・病床あたりの医療従事者数が手薄
となるなど医療資源が散在」していることが、医療
職の長時間労働の是正が進まない理由であり、新型
コロナウイルス感染症患者の受入が進まない理由で
もあることから、地域医療構想を実現すべき。「か
かりつけ医がいない」こと「受診・相談センターに
連絡がつながりにくい」ことなど、「外来医療への
アクセスには実際にはハードルが存在している」。
だからこそ「緩やかなゲートキーパー機能を備えた
『かかりつけ医』」の推進が必要と述べる。
　そして、これらの改革を進めるために重要な役割
を担うのが「診療報酬」であるとして、「具体的に
は、医療機関・医療行為単位の全国一律の出来高払
い制度を基調とする診療報酬制度について、効率的
で質の高い医療提供体制の実現に資する制度へと見
直していく必要がある。入院診療の１日当たり包括
払い（DPC）制度を見直すことや『かかりつけ医』
の普及のための包括化の推進等により、医療機関相
互の役割分担や連携を評価し、促すとともに、地域
ごとの実情を反映できるものとしていく必要があ
る」と述べる。さらに補注では「今後の検討課題と
して、１点単価に地域差を設ける対応、１点単価を
変えずに地方財政制度の基準財政需要同様に地域ご
とに補正係数を乗ずる手法、地域加算の拡大を含
め、診療報酬制度における地域差の反映方法につい
て幅広く検討すべきである」。新経済・財政再生計
画の改革工程表では、「高齢者の医療の確保に関す
る法律第14条に基づく地域独自の診療報酬につい
て、都道府県の意向を踏まえつつ、その判断に資す
る具体的な活用策を検討し、提示」とされており、
「こうした取組を通じて議論が深まることが期待さ
れる」としている。

コロナ対応軸にしつつも
対抗運動強化が必要

　この他、建議には「生活保護受給者の国保等への
加入」や「後期高齢者医療制度における医療費適正
化のためのガバナンス発揮」等、注目すべき論点が
提起されており、引き続き検証が必要である。
　今回の建議が持つ最も重大な意味は、①あらため
て医療費総額管理目標の設定を打ち出したこと②そ
のための方策として診療報酬制度を見直し、活用す
ることを促していることである。
　国の視線はすでに、新型コロナウイルス感染症が
一定収束することを前提に、ポストコロナの経済財
政政策にある。新型コロナウイルス感染症がもたら
した甚大な社会・経済への影響に対し、医療・社会
保障制度のみならず、社会構造のあらゆる部面にお
いて彼らなりの解決策（あくまで新自由主義の立場
を貫く形で）を仕掛けてきている。これが今日の情勢
である。保険医運動は引き続き、新型コロナウイル
ス感染症をめぐって医療機関に降りかかる事態に逐
一対応し、改善する運動を軸にしつつ、さらに広い
視野を持ち、国の動きへの対抗を強めねばならない。

政
策
解
説

財務省建議に「医療費総額管理」の再提案を示唆
診療報酬「単価補正」の明記も
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が
侵
入
し
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
餌
と
な
る
高
山
植
物
を
脅
か

す
た
め
、
除
去
す
る
と
い
う
も

の
。
ま
た
、
域
外
保
全
で
は
ス

バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼

育
が
各
地
の
動
物
園
で
試
み
ら

れ
、
15
年
か
ら
は
ニ
ホ
ン
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
飼
育
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
取
組
み
の
も

と
、
南
ア
ル
プ
ス
の
な
わ
ば
り

数
が
19
年
に
は
32
に
増
え
た
。

　
2
0
2
0
年
に
は
中
央
ア
ル

プ
ス
に
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
復
活
さ

せ
る
事
業
を
計
画
。
2
年
前
に

飛
来
し
た
1
羽
の
雌
に
有
精
卵

を
抱
か
せ
、
孵
化
し
た
ら
1
カ

月
ゲ
ー
ジ
で
保
護
す
る
計
画
と

乗
鞍
岳
か
ら
3
家
族
を
移
住
さ

せ
る
計
画
が
同
時
に
進
め
ら
れ

た
。
残
念
な
が
ら
、
孵
化
し
た

直
後
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル
約
30
頭
の

群
れ
が
乗
鞍
岳
に
上
っ
て
き
て

お
り
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
雛

と
卵
は
全
滅
。
し
か
し
、
飛
来

雌
と
第
1
ゲ
ー
ジ
の
移
住
雌
が

一
緒
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
が

8
月
に
判
明
し
、
中
村
氏
は
今

夏
、
越
冬
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
と
述
べ
た
。

　
中
村
氏
は
2
0
2
1
年
に
は

4
家
族
を
ゲ
ー
ジ
保
護
し
、
2

家
族
は
放
鳥
、
2
家
族
は
動
物

園
で
飼
育
。
2
0
2
2
年
に
中

央
ア
ル
プ
ス
に
放
鳥
す
る
予
定

と
し
た
。
そ
し
て
、
5
年
後
の

2
0
2
5
年
ま
で
に
1
0
0
個

体
に
増
や
す
こ
と
。
絶
滅
危
惧

Ｉ
Ｂ
類
か
ら
Ⅱ
類
に
戻
す
こ
と

を
中
期
目
標
に
し
、
最
終
的
に

は
人
の
手
を
借
り
な
く
て
も
集

団
を
維
持
で
き
る
レ
ベ
ル
に
し

た
い
と
述
べ
た
。

講
習
会
導
入
後
の
参
加
機
会
は

「
増
え
た
」
48
％
、「
減
っ
た
」

24
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
26
％

で
あ
っ
た
（
図
2
）。

　
感
じ
る
こ
と
と
し
て
、「
時

間
的
制
約
・
身
体
的
負
担
の
軽

減
」「
参
加
場
所
の
制
約
が
な

い
」
が
多
い
一
方
、「
発
言
し

づ
ら
い
」「
事
前
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
登
録
が
面
倒
」「
画
面
・

資
料
が
見
づ
ら
い
」
と
の
回
答

が
各
20
％
超
あ
っ
た
。
気
軽
に

参
加
で
き
る
反
面
、「
日
時
を

忘
れ
や
す
い
」
と
の
回
答
も

あ
っ
た
（
図
3
）。

　
資
料
の
希
望
形
態
は
「
①
紙

媒
体
」
30
％
、「
②
画
面
で
の

閲
覧
」
33
％
、「
③
ど
ち
ら
で

も
良
い
」
33
％
と
拮
抗
（
図

4
）。
②
③
を
合
わ
せ
る
と
70

％
近
く
が
画
面
で
の
閲
覧
で
問

題
な
い
と
解
せ
る
た
め
、
今
後

は
資
料
の
見
や
す
さ
に
さ
ら
に

配
慮
し
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
で

の
資
料
提
供
も
積
極
的
に
進
め

た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
収
束
後

の
会
議
・
講
習
会
の
参
加
方
法

は
、「
ウ
ェ
ブ
参
加
を
優
先
」

38
％
、「
対
面
参
加
を
優
先
」

43
％
と
な
っ
た
（
図
5
）。

「
ウ
ェ
ブ
参
加
を
優
先
」
の
理

由
は
時
間
的
・
身
体
的
負
担
の

軽
減
を
挙
げ
る
人
が
地
域
・
年

代
を
問
わ
ず
多
く
、
郡
部
で
は

専
門
科
（
婦
人
科
等
）
の
講
演

会
は
少
な
い
の
で
ウ
ェ
ブ
は
あ

り
が
た
い
﹇
60
代
・
中
丹
﹈
な

ど
参
加
場
所
の
制
約
が
な
い
点

も
挙
げ
ら
れ
た
。
一
方
、「
対

中
丹
﹈、
オ
ン
ラ
イ
ン
は
迫
力

が
な
い
。
声
が
電
話
の
よ
う
に

単
調
。
参
加
者
同
士
の
雑
談
、

あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
﹇
70

代
・
丹
後
﹈
な
ど
、
地
域
・
年

代
を
問
わ
ず
、
会
合
で
の
〝
交

流
〞
を
重
要
視
し
て
い
る
意
見

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
会
議
↓
リ
ア
ル
、
講

習
会
↓
ウ
ェ
ブ
﹇
60
代
・
京
都

市
内
﹈、
議
題
に
よ
り
け
り
。

重
要
事
項
の
み
対
面
﹇
50
代
・

山
城
北
﹈、
遠
方
の
学
会
な
ど

は
ウ
ェ
ブ
は
便
利
だ
が
、
近
く

の
集
会
は
対
面
の
方
が
良
い
。

ウ
ェ
ブ
ば
か
り
だ
と
、
人
と
人

と
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
そ
う

で
あ
る
！
﹇
50
代
・
乙
訓
﹈、

ウ
ェ
ブ
会
議
と
対
面
を
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
使
い
分
け
れ
ば

良
い
。
ウ
ェ
ブ
だ
け
で
は
会
員

間
の
連
携
が
希
薄
に
な
る
﹇
70

代
・
山
城
南
﹈
と
の
意
見
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
会
合
の
内

容
に
よ
っ
て
ウ
ェ
ブ
と
対
面
の

使
い
分
け
を
望
む
声
も
複
数

あ
っ
た
。

　
加
え
て
、
個
々
の
好
み
、
希

望
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
が
良
い
﹇
70
代
・

丹
後
﹈
な
ど
、
出
席
方
法
が
選

択
で
き
る
形
式
の
要
望
も
複
数

寄
せ
ら
れ
た
。
ウ
ェ
ブ
・
対
面

そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短
所
が
あ
る

が
、
今
回
の
ご
意
見
・
ご
要
望

を
基
に
、
会
員
が
よ
り
参
加
し

や
す
く
、
発
言
・
交
流
し
や
す

い
よ
う
に
企
画
し
て
い
く
。
今

後
も
多
く
の
ご
参
加
と
ご
活
用

を
お
願
い
し
た
い
。

面
参
加
を
優

先
」
の
理
由
に

は
、
会
員
と
の

交
流
、
雑
談
が

大
事
﹇
40
代
・

京
都
市
内
﹈、

参
加
者
同
士
の

交
流
が
有
意
義

﹇
60
代
・
京
都

市
内
﹈、
気
軽

に
会
話
が
で
き

な
い
﹇
60
代
・
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格ももつ。主な著書に、『サルバルサン戦記』『抗菌薬の考え方、使い方Ver.4』、翻訳本で『シュロスバーグの臨床感
染症学（監訳）』、『新型コロナウイルスの真実』『感染症は実在しない』『ぼくが見つけた いじめを克服する方法』『コン
サルテーションスキルVer.2』、近刊に『考えることは力になる』『丁寧に考える新型コロナ』等、著書多数。

8月1日（日）
午後２時～５時30分
ホテルグランヴィア京都

総　会 第201回定時代議員会合併］ （Zoomミーティング）  午後２時～４時

 ◆ 2020年度活動報告・決算報告
 ◆  2021年度活動方針（案）・予算（案）、規約改正、 

顧問委嘱 等

※原則、ウェブ開催

講演会 （Zoomウェビナー）　 　 午後４時15分～５時30分

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、懇親会は開催いたしません。定期総会と講演会は、原則ウェブ開催で行います。
※ 定期総会および講演会のご出席は、「京都保険医新聞」６月25日・７月10日の両号に同封するご案内にて、協会ホームページの申込
フォーム、もしくはFAXにてお知らせ下さい。代議員の先生方には、別途ご案内をお送りいたします。

会員・家族・スタッフ
参加対象

図 1 参加経験

図 2 導入後の参加機会

図 3 感じること（複数回答可）

図 4 資料の希望形態

図 5 収束後の参加方法

増えた
48%

無回答 2％

減った 24%

変わらない
26%

2%

時間的制約が軽減される
参加場所の制約がない
身体的負担が軽減される

気軽に参加できる
発言しやすい
発言しづらい

事前のメールアドレス登録が面倒
画面・資料が見づらい
音声が聴き取りづらい
画面上の聴講は疲れる

その他
無回答
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協
会
は
従
来
よ
り
代
議
員
会
や
理
事
会
で
は
（
遠
方
の
会
員
の
利
便
性
を
考
慮
し

て
）
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
さ
ら
に
多
く

の
会
議
や
講
習
会
で
ウ
ェ
ブ
を
導
入
し
て
い
る
。
生
活
様
式
の
変
容
に
伴
い
、
こ
の
1

年
で
ウ
ェ
ブ
会
議
・
講
習
会
が
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
が
、
今
後
の
活
動
指
針

と
す
べ
く
代
議
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

代議員月例
アンケート 132

実
施
時
期
＝
2
0
2
1
年
4
月
16
日
〜
4
月
30
日

対
象
者
＝
代
議
員
87
人　

回
収
数
＝
47
（
回
収
率
54
％
）

ウ
ェ
ブ
会
議
、ウ
ェ
ブ
講
習
会
に
つ
い
て

ウ
ェ
ブ
は
時
間
的
・
身
体
的
負
担
の
軽
減
も
交
流
に
難
あ
り

 

よ
り
柔
軟
に
参
加
し
や
す
い
会
合
を



不
眠
症
で
の
投
薬
に
つ
い
て

運用
実績 1.338％（予定利率1.259％＋2019年度配当0.079％）

※予定利率（最低保証利率）2021年1月1日現在1.259％

※期間中、大樹生命・富国生命の営業職員がご連絡をすることがあります。
　その節は、ご対応等よろしくお願いします。

募集期間は 6 月25日まで1

保険医年金2019年度の配当率は0.079％2

加入
資格

加入
口数

満74歳までの協会会員
（月払増口・一時払の申込は満79歳まで）

月　払 1口 1万円 30口限度（30万円／月）

一時払 1口50万円 新規に限り40口（2,000万円）まで

   　既加入は20口（1,000万円）まで

引受保険会社：大樹生命・明治安田生命・富国生命・日本生命・太陽生命・第一生命

特長と活用のポイント
を分かりやすく解説し
た動画は臨床・保険診
療TV（会員専用サイト）
でご覧いただけます。

　　 明日のための安心設計 　　
保険医年金 締切迫る

　
Ｑ
、
不
眠
症
の
患
者
に
対
し

て
マ
イ
ス
リ
ー
錠
10
㎎
を
眠
前

に
1
錠
30
日
分
と
、
こ
れ
と
は

別
に
頓
服
と
し
て
同
錠
10
㎎
5

錠
を
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
頓
服

分
が
減
点
さ
れ
た
が
何
故
か
。

　
Ａ
、
マ
イ
ス
リ
ー
錠
10
㎎

（
ゾ
ル
ピ
デ
ム
酒
石
酸
塩
錠
）

の
添
付
文
書
を
見
ま
す
と
、

「
1
回
5
〜
10
㎎
を
就
寝
直
前

に
経
口
投
与
す
る
。（
中
略
）

年
齢
、
症
状
、
疾
患
に
よ
り
適

宜
増
減
す
る
が
、
1
日
10
㎎
を

超
え
な
い
こ
と
」
と
あ
り
ま

す
。
同
錠
は
1
回
の
処
方
に
よ

る
投
与
期
間
が
30
日
間
に
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。
30
日
分
を
投

　
「
不
要
不
急
」
と
い
う
言
葉
を

限
り
な
い
ほ
ど
聞
か
さ
れ
て
き

た
。
ど
う
し
て
も
や
る
必
要
が
あ

る
の
か
。
必
要
だ
と
し
て
も
今
す

ぐ
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
か
。

　
物
事
の
重
要
性
の
程
度
を
は
か

り
に
か
け
る
の
は
、
判
断
の
基
本

で
あ
る
。
他
の
価
値
を
無
視
し
た

ゆ
き
す
ぎ
は
困
る
が
、
一
定
の
リ

ス
ク
が
あ
る
な
ら
、
生
命
や
健
康

を
優
先
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
、
生

命
や
健
康
を
上
回
る
重
要
な
価
値

が
あ
る
の
か
、
ど
う
し
て
も
今
夏

と
い
う
緊
急
性
が
あ
る
の
か
。

　
答
え
は
明
白
な
の
に
、
中
止
も

延
期
も
決
め
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
間
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
幹
部
の
発
言

で
、
彼
ら
の
姿
勢
が
露
わ
に
な
っ

た
の
は
、
む
し
ろ
よ
か
っ
た
。

　
「
東
京
大
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
我
々
は
い
く
つ
か
の
犠
牲
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
ト
ー

マ
ス
・
バ
ッ
ハ
会
長
）

　
「
仮
に
菅
首
相
が
中
止
を
求
め

て
も
、
個
人
的
な
意
見
に
過
ぎ
な

い
」「
東
京
五
輪
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
ア
ル
マ
ゲ
ド
ン

（
最
終
戦
争
）
だ
け
だ
」（
最
古
参

の
デ
ィ
ッ
ク
・
パ
ウ
ン
ド
委
員
）

　
大
会
の
招
致
活
動
、
施
設
建

設
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
、
広
報
な
ど

に
利
権
が
う
ご
め
い
て
い
る
こ
と

は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
こ
れ
ほ
ど
ふ
ん
ぞ

り
か
え
っ
て
い
る
と
は
、
驚
く
人

が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
現
在
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
興
行

で
あ
る
。
開
催
地
に
巨
額
の
財
政

負
担
を
さ
せ
た
う
え
で
、
主
に
米

国
の
テ
レ
ビ
局
か
ら
放
映
権
収
入

を
得
る
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
。

　
個
人
と
団
体
の
参
加
と
い
う
の

は
建
前
だ
け
で
、
表
彰
式
で
国
旗

を
掲
げ
、
国
歌
を
流
す
。
団
体
競

技
は
国
別
チ
ー
ム
。
国
別
の
メ
ダ

ル
数
で
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺

激
し
て
関
心
度
を
高
め
る
。

　
も
ち
ろ
ん
ス
ポ
ー
ツ
競
技
者
に

と
っ
て
五
輪
出
場
、
メ
ダ
ル
獲
得

は
大
き
な
目
標
だ
。
厳
し
い
鍛
錬

を
重
ね
、
自
分
の
実
力
を
試
す
晴

れ
舞
台
。
4
年
に
1
回
の
チ
ャ
ン

ス
が
失
わ
れ
る
の
は
つ
ら
い
。

　
し
か
し
今
回
は
、
練
習
や
予
選

が
満
足
に
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス

も
多
い
と
み
ら
れ
、
地
域
や
生
活

環
境
に
よ
る
不
公
平
が
大
き
い
。

ウ
イ
ル
ス
の
変
異
が
相
次
ぐ
一
方
、

ワ
ク
チ
ン
の
足
り
な
い
国
は
多

く
、
入
国
で
き
な
い
選
手
や
コ
ー

チ
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
プ
ロ
の
参
加
を
認
め

て
商
業
化
を
進
め
、
大
会
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
高
め
て
き
た
が
、
今
回

は
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
も
値
打
ち
が

少
し
下
が
る
だ
ろ
う
。

　
3
年
後
の
パ
リ
を
含
め
て
順
延

す
る
方
法
も
あ
る
。
大
会
の
巨
大

化
で
開
催
地
に
立
候
補
で
き
る
都

市
が
減
り
、
従
来
型
の
五
輪
は
行

き
詰
ま
り
つ
つ
あ
る
。
今
で
も
夏

と
冬
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
よ
り
細

か
く
分
け
る
方
法
も
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
撤
退
を
決
め

ら
れ
な
い
日
本
の
首
相
、
都
知
事

は
ど
う
な
の
か
。
決
断
と
責
任
こ

そ
政
治
で
は
な
い
の
か
。

　
昭
和
の
戦
争
の
指
導
部
に
な
ぞ

ら
え
る
論
評
が
増
え
た
。
客
観
的

な
国
力
差
、
科
学
、
補
給
を
無
視

し
て
精
神
論
で
突
き
進
む
。
失
敗

し
て
も
成
功
と
言
い
張
る
。
い
つ

ま
で
も
撤
退
を
検
討
せ
ず
、
兵
士

と
民
衆
に
犠
牲
を
強
い
る
。

　
た
と
え
無
観
客
で
も
約
10
万
人

の
選
手
、
関
係
者
、
報
道
陣
が
海

外
か
ら
入
っ
て
来
て
、
日
本
側
を

含
め
て
人
の
移
動
と
集
ま
り
が
増

え
る
。
医
療
の
人
と
資
源
も
動
員

さ
れ
る
。
も
と
も
と
懸
念
さ
れ
て

い
た
猛
暑
も
や
っ
て
く
る
。

　
開
催
を
強
行
し
て
大
変
な
事
態

を
招
い
た
ら
…
…
。
誰
も
責
任
を

取
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
だ
け
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
る
。

（
70
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
、
5
回
目
の
脳
腫
瘍

（
髄
膜
腫
）の
手
術
目
的
で
本
件

医
療
機
関
に
入
院
。
既
往
に
失

語
症
と
認
知
症
が
あ
っ
た
が
、

院
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
る
転
倒

転
落
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
コ
ア

シ
ー
ト
で
は
離
床
セ
ン
サ
ー
を

装
着
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

　
患
者
は
、
入
院
の
翌
々
日
に

手
術
を
受
け
た
。
術
後
は
良
好

で
あ
っ
た
が
、
手
術
の
約
1
カ

月
後
に
、
患
者
が
ト
イ
レ
で
転

倒
し
て
い
る
の
を
ス
タ
ッ
フ
が

発
見
し
た
。
転
倒
か
ら
恐
ら
く

加
で
右
大
腿
骨
骨
折
が
確
認
さ

れ
た
。
骨
折
確
認
時
に
Ａ
Ｄ
Ｌ

の
低
下
等
の
可
能
性
が
50
％
程

度
の
確
率
で
あ
り
得
る
と
予
測

さ
れ
た
。

　
患
者
側
は
、
患
者
に
対
す
る

安
全
配
慮
義
務
を
怠
っ
た
と
し

て
、
骨
折
の
治
療
費
や
将
来
後

遺
障
害
が
発
症
し
た
際
の
治
療

費
の
免
除
に
つ
い
て
弁
護
士
を

介
し
て
要
求
し
て
き
た
。
ま

た
、
右
大
腿
骨
骨
折
の
診
断
が

1
日
遅
延
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
側
か
ら
の
確
定

診
断
が
困
難
で
あ
っ
た
骨
折
と

の
説
明
に
納
得
し
て
お
り
、
ク

レ
ー
ム
は
な
か
っ
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
患

者
と
の
長
い
付
き
合
い
も
あ
る

こ
と
か
ら
見
舞
金
と
し
て
差
額

ベ
ッ
ド
代
を
免
除
し
た
が
、
転

倒
防
止
対
策
は
十
分
に
取
っ
て

い
た
と
し
て
無
責
を
主
張
し

た
。 

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

6
年
2
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
側
の
話
を
聞
く
限

り
、
患
者
管
理
に
関
し
て
過
失

を
認
め
る
点
は
指
摘
で
き
な

い
。
患
者
に
は
、
自
立
心
が

あ
っ
て
、
自
分
で
起
立
し
、
歩

行
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
。
手
術
の
後
や
片
麻
痺
な
ど

20
分
以
内
に
発
見
さ
れ
た
と
の

こ
と
。
今
回
の
転
倒
事
故
以
前

は
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
に
応
じ
て

必
ず
ス
タ
ッ
フ
が
ト
イ
レ
移
動

の
介
助
を
し
て
い
た
。
転
倒

後
、
す
ぐ
に
脳
外
科
医
師
が
対

応
し
て
両
股
関
節
Ｘ
Ｐ
を
撮
影

し
た
が
異
常
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
翌
日
の
Ｘ
Ｐ
追

予
見
が
で
き
な
い
転
倒
は
不
可
抗
力
？

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
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撤
退
を
決
断
で
き
な
い
人
々

中
途
障
害
が
生
じ
て
も
、
そ
の

回
復
期
に
ま
だ
で
き
難
い
動
作

を
試
験
的
に
行
お
う
（
障
害
確

か
め
体
験
と
命
名
さ
れ
て
い

る
）
と
し
て
、
多
く
転
倒
が
発

生
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
自
分
の
心
身
の
残
存

能
力
を
「
過
大
評
価
」
す
る
こ

と
で
、
か
え
っ
て
転
倒
の
危
険

因
子
と
な
っ
て
い
る
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
転
倒
事
故
を
予
防
で

き
る
と
す
れ
ば
、
患
者
を
拘
束

す
る
か
常
時
監
視
を
付
け
る
か

し
か
な
く
、
医
療
現
場
と
し
て

は
不
可
能
な
対
応
で
あ
り
、
不

可
抗
力
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
仮
に
常
時
、
立
位
保
持

に
付
き
添
い
、
移
動
歩
行
に
同

行
し
て
い
て
も
、
高
齢
者
で

あ
っ
た
り
、
神
経
系
疾
患
の
罹

患
な
ど
で
下
肢
の
筋
力
低
下
や

中
枢
神
経
系
の
平
衡
能
力
の
低

下
な
ど
が
す
で
に
生
じ
て
い
る

と
、
転
倒
し
始
め
た
こ
と
に
打

ち
勝
っ
て
立
位
に
戻
そ
う
と
、

付
添
い
・
同
行
者
が
支
え
て

も
、
転
倒
機
転
の
進
行
を
防
止

す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
無
責
と
判
断

さ
れ
た
。

　
今
回
は
医
療
機
関
の
責
任
者

が
差
額
ベ
ッ
ド
代
を
免
除
し
て

い
る
が
、
そ
れ
が
見
舞
金
名
目

で
あ
っ
て
も
、
患
者
側
か
ら
す

れ
ば
医
療
過
誤
を
認
め
た
と
誤

解
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
今

回
の
よ
う
に
更
な
る
要
求
を
誘

発
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

得
る
。

〈
結
果
〉

　
差
額
ベ
ッ
ド
代
を
請
求
し
な

い
こ
と
で
、
結
果
的
に
は
患
者

側
の
ク
レ
ー
ム
が
な
く
な
り
、

立
ち
消
え
解
決
と
み
な
さ
れ

た
。 

金
融
共
済
委
員
会

（
5
／
19
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
4
件
、
加
入
審
査

1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

与
し
て
な
お
か
つ
5
錠
を
頓
服

と
す
る
と
、
頓
服
し
た
日
の
投

与
量
が
20
㎎
と
な
っ
て
し
ま

い
、
1
日
10
㎎
を
超
え
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
減
点
査
定
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
下
さ

い
。

た
。 

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

21
年
度
6
月

理
事
会
の
ご
案
内

第
3
回
理
事
会

6
月
22
日
（
火
）午
後
2
時
〜

第
4
回
理
事
会

6
月
29
日（
火
）午
後
2
時
〜

銷夏特集への投稿募集
　会員からの投稿を募集しています。
随筆（800字程度）、写真、絵、短歌、
詩など、なんでも結構です。些少なが
らお礼あり！ 多くの投稿をお待ちして
います。締切は６月25日（金）。

2 0 2 1 年 (令和 3年) 6 月 1 0 日 第 3 0 9 9 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

原　昌平  （ジャーナリスト）
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（
切
れ
痔
）と
疝せ

ん
気き
（
腹
部
の
疼

痛
）
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
前
述

の
句
は
松
尾
芭
蕉
が
旅
の
途
中

で
、
持
病
の
激
痛
に
襲
わ
れ
苦

し
ん
で
い
た
と
き
読
ん
だ
と
さ

れ
る
句
で
す
。

　
旅
の
中
で
、
松
尾
芭
蕉
が
弟

子
の
如
行
あ
て
に
「
持
病
下
血

な
ど
た
び
た
び
、
秋
旅
四
国
西

国
も
け
し
か
ら
ず
と
、
ま
づ
お

も
ひ
と
ど
め
候
」
や
、
女
弟
子

の
智
月
あ
て
に
「
わ
れ
ら
ぢ
の

い
た
み
も
や
わ
ら
ぎ
候
ま
ま
、

御
き
づ
か
ひ
な
さ
れ
ま
じ
く

候
」
な
ど
と
手
紙
送
っ
て
い
た

と
の
史
料
も
あ
り
、
持
病
の
裂

肛
で
旅
行
中
も
悩
ん
で
い
た
よ

う
で
す
。

　
裂
肛
は
世
間
一
般
で
は
「
切

れ
痔
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
病
気

で
す
。
肛
門
の
出
口
か
ら
約
2

〜
3
㎝
ほ
ど
奥
ま
で
肛
門
上
皮

と
い
っ
て
皮
膚
の
部
分
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
さ
ら
に
奥
が
直
腸

で
す
。
こ
の
肛
門
上
皮
に
傷
が

つ
き
、
痛
み
や
出
血
を
伴
う
病

気
で
す
。
大
抵
が
硬
い
便
が
出

る
と
き
に
傷
が
つ
く
の
で
す

が
、
下
痢
や
柔
ら
か
い
便
で
も

出
し
に
く
く
て
頑
張
っ
て
出
し

た
と
き
に
も
傷
が
つ
き
ま
す
。

多
く
の
人
が
固
い
便
を
し
た
と

き
に
「
痛
い
！
」
と
感
じ
て
出

血
し
た
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
大
抵
の
場
合
、
便
通
が
よ

く
な
れ
ば
自
然
に
治
る
病
気
で

す
。

　
転
ん
で
怪
我
を
す
る
の
に
似

て
い
て
、
転
ん
で
怪
我
を
し
て

も
自
然
に
治
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
便
の
具

合
が
悪
く
て
肛
門
上
皮
に
傷
が

つ
い
て
も
、
便
通
さ
え
よ
け
れ

ば
す
ぐ
に
自
然
に
治
り
ま
す
。

　
協
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
対
策
を
実
施
し
た
上
で
、
サ
ロ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
4
月
24
日
に
開
催
。
参
加
者
は
10
人
と

な
っ
た
。
以
下
、
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

優
雅
で
贅
沢
な
時
間

上
口 

美
知
子
（
宇
治
久
世
）

コロ
ナ
下
で
も
音
楽
を
楽
し
も
う

　
若
葉
の
薫
る
4
月
24
日
の
夕

暮
に
「
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
：

オ
ー
ボ
エ
と
弦
楽
三
重
奏
で
名

曲
を
楽
し
む
」
が
ホ
テ
ル
モ
ン

ト
レ
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
主
役
オ
ー
ボ
エ
は
、

特
に
高
音
域
が
美
し
い
木
管
楽

器
で
、
身
近
で
聴
く
の
は
初
め

て
で
す
。

　
ま
ず
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
金
本
洋

日
常
の
様
子
、
奏
者
用
に
考
案

し
た
マ
ス
ク
の
手
作
り
の
話
な

ど
で
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で

す
。

　
曲
目
は
、
ま
ず
①
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
「
弦
楽
三
重
奏
曲 

変
ロ

長
調
」
か
ら
始
ま
り
、
②
マ
ル

チ
ェ
ロ
「
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲 

ニ
短
調
よ
り
ア
ダ
ー
ジ
ョ
」

で
、
オ
ー
ボ
エ
に
う
っ
と
り
し

し
た
と
こ
ろ
で
、
③
Ｊ
・
Ｓ
・

バ
ッ
ハ
「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」

④
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
「
動
物
の

謝
肉
祭
よ
り　
白
鳥
」
⑤
ク
ラ

イ
ス
ラ
ー
「
愛
の
喜
び
」
と
、

者
が
、
ま
る
で
一
つ
の
有
機
体

の
よ
う
に
一
体
と
な
り
波
う
ち

「
不
思
議
の
国
」
に
い
る
感
覚

に
浸
り
ま
し
た
。

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
杉
江
洋
子

氏
は
京
響
第
二
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

副
主
席
奏
者
で
、
か
つ
多
々
活

動
さ
れ
Ｃ
Ｄ
も
好
評
発
売
中
で

す
。
チ
ェ
ロ
の
福
富
祥
子
氏
は

東
京
芸
大
大
学
院
を
修
了
さ

れ
、
海
外
で
受
賞
や
活
躍
さ
れ

た
芸
術
家
か
つ
学
者
さ
ん
で

す
。
司
会
の
金
本
洋
子
氏
は
京

響
以
外
に
も
室
内
楽
や
ソ
ロ
活

動
を
精
力
的
に
続
け
る
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
溢
れ
る
才
能
の
方
で
す
。

　
以
上
の
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
、
宮
廷
の
サ
ロ
ン

さ
な
が
ら
の
大
変
幸
福
で
贅
沢

な
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
コ
ロ
ナ
下
で
の
困
難

な
事
態
に
も
日
々
研
鑽
を
続
け

る
音
楽
家
の
皆
様
に
敬
意
を
表

し
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
来
年
の
会
の
テ
ー
マ
は

何
か
な
、
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
開
く

子
氏
の
軽
快
な
ト
ー
ク
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
下
で
の

馴
染
深
い
曲
が
心
地

よ
く
染
み
渡
り
、
最

後
の
曲
と
な
り
ま
し

た
。

　
⑥
Ｗ
・
Ａ
・
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
「
オ
ー
ボ

エ
四
重
奏
曲
」
は
さ

ら
に
圧
巻
で
し
た
。

高
山
郁
子
氏
（
京
響

主
席
奏
者
）
の
透
明

で
深
い
オ
ー
ボ
エ
の

音
色
は
素
晴
ら
し
く

魅
了
さ
れ
ま
す
。
四

つ
の
楽
器
4
人
の
奏

持
病
の
切
れ
痔
で
悩
ん
だ
松
尾
芭
蕉

　
松
尾
芭
蕉
は
持
病
で
あ
る
裂

肛
で
悩
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
悩
み
を
う
た
っ
た
歌
が

「
奥
の
細
道
」
に
あ
り
ま
す
。

　
〝
持
病
さ
へ
お
こ
り
て
、
消

入
計
（
き
え
い
る
ば
か
り
）
に

な
ん
〞

　
（
持
病
ま
で
起
こ
っ
て
、
苦

し
み
の
あ
ま
り
気
を
失
い
そ
う

に
な
っ
た
）

　
元
禄
2
（
1
6
8
9
）
年
、

芭
蕉
は
門
人
の
曾
良
と
江
戸
を

出
発
し
、
美
濃
の
大
垣
ま
で
、

東
北
、
北
陸
、
近
畿
地
方
に
か

け
て
約
2
4
0
0
㎞
を
1
5
0

日
で
歩
き
、
そ
の
旅
行
記
は
5

年
後
の
芭
蕉
が
没
す
る
年
に

『
奥
の
細
道
』
と
し
て
残
さ
れ

ま
し
た
。

　
松
尾
芭
蕉
の
持
病
は
、
裂
肛

運転資金の手数料も無料に
保険医協会は医業経営をさらにバックアップします

協会の制度融資をご活用下さい

新規開業資金
期　間：20年
限度額：1 億円
斡旋手数料：無料
（2022年 5 月委員会決定分まで）

運転資金
期　間：1 年（短期）
 3 年（中期）
 5 年（長期） 以内
限度額：1,000万円
斡旋手数料：無料
（2021年11月委員会決定分まで）

※利率は12月 1 日付で見直します

利率

0.6％

利率

0.3％

京都銀行取扱い

金利・
手数料優遇キャンペーン実施中

　
協
会
の
制
度
融
資
（
開
業
医
・
病
院
・
勤
務
医
融
資
）
新
規
借
入
分
の
利
率
に
つ
い
て

は
、
毎
年
6
月
1
日
、
12
月
1
日
に
見
直
し
て
い
る
。
2
0
2
1
年
6
月
〜
11
月
度
金
融
共

済
委
員
会
決
定
分
の
利
率
は
左
表
の
通
り
。
新
規
の
取
扱
い
は
京
都
銀
行
の
み
。
融
資
ご
利

用
に
関
し
て
は
、
協
会
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

新
規
借
入
の
上
半
期
利
率
決
ま
る

京都府保険医協会融資斡旋利率表
2021年 6 月～11月委員会決定分

種別 制 度 名 限度額
（万円）

返済期間
（カ年）

利率
（年％）

開
業
医
融
資

設 備 資 金 13,000 20 0.60

長 期 運 転 資 金 1,000 5 0.60

中 期 運 転 資 金 1,000 3 0.60

短 期 運 転 資 金 1,000 1 0.60

子 弟 教 育 資 金 3,000 10 0.60

病院
融資

病 院 設 備 資 金 50,000 20 0.70

病 院 運 転 資 金 3,000 3 0.60

勤
務
医
融
資

新 規 開 業 資 金 10,000 20 0.30

勤務医子弟教育資金 2,000 10 0.60

勤務医生活安定資金 500 3 0.60

引
き
続
き
低
利
で
斡
旋

し
ば
し
日
常
離
れ
音
色
を
堪
能

　肛門疾患の痛みに耐えるの
は、今も昔も同じだったよう。
３代で肛門科を営んできた渡邉
賢治氏が歴史上の人物にスポッ
トをあて、肛門疾患に悩んだ人
々を思いつくまま、紹介します。

福祉国家構想研究会　オンライン公開連続講座

いま、社会変革に何が必要か
 ̶コロナ禍を乗り越える変革構想

※第4講座は教育問題で企画中 同封のチラシを
ご覧下さい

【主催】福祉国家構想研究会
【共催・問合せ先】京都府保険医協会　☎075-212-8877

京都府保険医協会ホームページ（https://healthnet.jp/）もしく
は左記QRコードからもお申込みいただけます。数日内に登録完
了のメールが届きますので、ご確認下さい。
Zoomウェビナーで、どなたでも無料で視聴可。事前申し込みが必要です 

参加申込

コロナ禍の労働市場と労働運動
 ―非正規・貧困・ジェンダー平等の視点から
［日　時］6月26日（土）午後２時～４時
［講　義］後藤道夫・都留文科大学名誉教授／蓑輪明子・名城大学准教授
［聞き手］二宮　元・琉球大学教授

第
1
講
座

地方自治、地方経済のゆくえ ―地域を支える方途を探る
［日　時］7月24日（土）午後２時～４時
［講　義］岡田知弘・京都橘大学教授／関　耕平・島根大学教授
［聞き手］川上　哲・三重短期大学准教授

第
2
講
座

反新自由主義の社会・政治変革の現段階
［日　時］8月28日（土）午後２時～４時
［講　義］岡﨑祐司・佛教大学教授／二宮　元・琉球大学教授
［聞き手］蓑輪明子・名城大学准教授

第
3
講
座

肛
門
科
の

徒
然
日
記

新連載

渡
邉 

賢
治 （
西
陣
）

1

プロフィール
1960年２月19日生まれ
同志社中学、同志社高校を経て
日本大学医学部入学
1986年  日本大学医学部卒業
1994年 渡邉医院を承継
2009年  協会理事に就任

2013年より副理事長に
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